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平
成
十
四
年
度
群
馬
忠
通
総
会
報
常

態
騒
－
≡
璽
野
　
光

騨
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
四
年
度
総

会
が
、
五
月
十
八
日
㊥
午
後
六
時
か
ら

前
橋
市
の
上
毛
会
館
に
お
い
て
、
五
月

定
例
理
事
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た。
本
総
会
は
役
員
改
選
期
に
当
た
っ
て

お
り
、
先
に
理
事
会
に
お
い
て
推
薦
さ

れ
た
平
成
十
四
・
十
五
年
度
役
員
が
報

告
さ
れ
、
拍
手
多
数
に
よ
っ
て
承
認
さ

れた。星
野
光
会
長
は
引
き
続
き
留
任
、
副

会
長
に
は
留
任
の
田
中
成
幸
・
大
沢
清

両
氏
に
加
え
て
、
勇
退
し
た
富
山
真
氏

に
か
わ
り
羽
野
順
一
氏
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
監
事
は
竹
山
繁
男
氏
が
留
任
、

新
た
に
水
野
金
太
郎
氏
が
就
任
し
た
。

理
事
会
を
こ
れ
ま
で
リ
ー
ド
し
て
き

た
八
木
原
因
明
氏
は
、
日
本
山
岳
協
会

の
専
務
理
事
並
び
に
国
際
部
国
際
交
流

委
員
長
就
任
を
機
と
し
て
理
事
長
を
辞

し
、
常
任
理
事
と
し
て
岳
連
会
計
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
、
か
わ
っ
て
名
塚

秀
二
氏
が
新
し
く
理
事
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
副
理
事
長
に
は
佐
藤
光
由
・
小

林
達
也
両
氏
が
就
任
。
更
に
、
編
集
部

長
に
岡
安
茂
能
氏
、
国
体
部
長
に
赤
松

久
宇
氏
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
長
に
は
堀

越
利
通
氏
が
新
た
に
任
に
就
く
こ
と
に

な
っ
た
。

尚
、
総
務
部
長
兼
事
務
局
長
・
女
屋

等
志
氏
、
遭
難
対
策
部
長
・
松
永
幸
雄

氏
、
登
山
指
導
部
長
・
阿
部
源
氏
、
海

外
登
山
部
長
・
後
藤
文
明
氏
、
自
然
保

護
部
長
・
小
泉
俊
夫
氏
、
事
業
部
長
・

長
谷
川
勇
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
留
任
し
た
。

議
事
に
先
立
っ
て
星
野
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て
組
織

を
固
め
る
に
は
、
責
任
あ
る
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
で
き
ち
ん
と
仕
事
を
す

る
こ
と
だ
と
激
励
し
た
。

議
案
審
議
は
、
岳
連
規
約
に
従
っ
て

議
長
を
会
長
が
担
当
し
て
進
め
ら
れ
た
。

始
め
に
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
を
、

女
屋
事
務
局
長
が
、
総
会
議
案
書
に
従

っ
て
総
務
部
・
編
集
部
・
遭
難
対
策

部
・
登
山
指
導
部
・
国
体
部
・
海
外
登

山
部
・
自
然
保
護
部
・
事
業
部
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
部
の
各
部
に
わ
た
っ
て
説
明

を
行
い
、
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
十
三
年
度
会
計
収
支
決

算
報
告
並
び
に
平
成
十
三
年
度
基
金
調

書
報
告
が
会
計
担
当
の
富
山
前
副
会
長

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
第
五
十

六
回
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競

技
会
決
算
報
告
が
女
屋
事
務
局
長
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
竹

山
監
事
か
ら
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

と
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
決
算
書
∴

基
金
調
書
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
女
屋
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

引
き
続
き
富
山
前
副
会
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
平
成
十
四
年
度
予
算
並
び
に
補
助

金
等
の
内
訳
案
と
と
も
に
一
括
審
議
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
は
議

案
書
通
り
に
承
認
が
行
わ
れ
て
、
総
会

の
議
事
を
終
了
し
閉
会
し
た
。

《
平
成
十
四
年
度
主
要
事
業
計
画
》

一
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭
難

防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の
技
術
の
向

上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。

二
、
国
体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化

第
五
十
七
回
国
体
山
岳
競
技
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
（
千
葉
県
）
　
へ
の
参
加
と
、

よ
さ
こ
い
高
知
国
体
　
（
高
知
県
）
　
山
岳

競
技
会
に
お
け
る
好
成
績
達
成
を
目
標

と
す
る
選
手
強
化
を
推
進
す
る
。

三
、
日
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研
修
会

等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳
人
と
し

て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
及
び
谷

川
岳
等
の
美
化
活
動
等
の
推
進
に
協
力

する。
五
、
岳
連
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
蒙
を
図
る
。

六
、
海
外
登
山
の
計
画

第
九
次
醇
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
計
画
す
る
。

七
、
第
十
三
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山

競
争
大
会
の
開
催

醇
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇

氏
の
業
績
を
後
世
ま
で
伝
え
る
た
め
、

登
山
の
基
本
で
あ
る
体
力
を
競
い
合

い
、
登
山
の
啓
蒙
・
普
及
・
発
展
の

一
助
と
す
る
登
山
競
争
大
会
を
開
催

する。
期
日
　
十
月
五
目
～
六
日
（
土
～
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
（
利
根
郡
川
場
村
）

八
、
第
十
八
回
群
馬
県
民
の
日
記
念

事
業
「
第
二
十
五
回
県
民
登
山
大
会
」

の
開
催「

県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開

催
す
る
。

期
日
　
十
月
二
十
七
日
㈲

会
場
　
子
持
山
周
辺

九
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開

催
指
導
員
会
及
び
遭
難
救
助
隊
が
主

管
し
て
、
一
般
会
員
を
対
象
に
登
山

技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
指

導
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

研
修
会
を
開
催
す
る
。

十
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
版
山
岳

写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
製
・
販
売
な

ど
の
事
業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
。

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）
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まんぐ畠山

十
一
、
ス
キ
ー
“
山
岳
博
物
館
資
料
調

査
の
推
進

利
根
郡
水
上
町
に
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」
に
展

示
す
る
山
岳
資
料
の
調
査
を
推
進
す
る
。

十
二
、
二
〇
〇
二
年
「
国
際
山
岳
年
」

の
啓
発

山
は
形
も
大
き
さ
も
様
々
で
あ
る
。

赤
道
か
ら
極
地
ま
で
す
べ
て
の
大
陸
に
、

高
さ
も
違
い
、
様
々
な
気
象
、
生
態
系

の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
。
何
千
年
に

も
わ
た
り
、
貴
重
な
資
源
の
源
泉
と
し

て
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
物
の
多
様

性
を
育
ん
で
き
た
。
ま
た
、
文
化
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
が
、
山
岳
地
域
で
は

急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
都
市
化
、
大

規
模
観
光
開
発
が
進
み
、
山
岳
地
域
社

会
の
生
活
や
資
源
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、

山
岳
地
域
は
、
世
界
規
模
で
資
源
の
枯

渇
、
地
域
経
済
の
衰
退
お
よ
び
環
境
劣

化
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

国
連
で
は
、
山
岳
地
域
の
生
態
系
維

持
の
重
要
性
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る

た
め
、
二
〇
〇
二
年
を
国
際
山
岳
年
と

認
定
し
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
中
心

と
な
り
、
政
府
、
非
政
府
機
関
、
他
の

国
連
機
関
と
連
携
を
進
め
て
い
る
。
国

際
山
岳
年
は
、
山
岳
地
域
の
環
境
保
全

お
よ
び
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
山
岳
・
低
地
社
会
の
福
利
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
岳
連
主
催
行
事
に
、
「
国
際

山
岳
年
」
　
の
冠
を
付
け
て
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
。

救
助
訓
輔
と
救
助
隊
編
成

群
馬
岳
運
遭
難
対
策
部
長

松
　
永
　
幸
　
雄

平
成
十
三
年
度
の
三
回
目
の
救
助
訓

練
が
三
月
九
・
十
日
、
妙
義
ロ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
岳
連
会
員
の
他
に
、
辞
馬
県

山
岳
連
盟
の
救
助
訓
練
に
参
加
さ
せ
て

く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
辞
馬
労
山
、
高

崎
広
域
消
防
、
栃
木
の
広
域
消
防
が
参

加
し
、
三
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

前
日
の
九
日
の
晩
に
松
井
田
山
岳
会

の
お
骨
折
り
で
妙
義
湖
畔
の
ボ
ー
ト
小

屋
を
お
借
り
し
て
交
流
会
を
持
ち
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
の
目
的
は
、
日
頃
救
助

隊
と
し
て
組
織
的
な
救
助
活
動
に
対
処

す
る
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
の
登
撃
で
二
人
・
三
人
で
事
故
に

遭
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

の
方
法
を
確
認
し
、
今
後
の
隊
と
し
て

の
活
動
を
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
に

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

昨
年
秋
の
滋
賀
で
行
な
わ
れ
た
白
山

協
の
岩
場
で
の
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
で

主
任
講
師
を
し
た
、
副
隊
長
の
町
田
君

が
中
心
と
な
り
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
、

自
己
脱
出
、
負
傷
者
の
プ
ル
ア
ッ
プ
、

プ
ル
ダ
ウ
ン
等
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
時
間
不
足
で
し
た
が
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
得
た
知
識
を
持
ち
帰
り
、
今

後
の
活
動
に
生
か
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
救
助
隊
は
左
記
の

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

顧
問
　
西
山
年
秋
、
隊
長
　
松
永
幸

雄
、
副
隊
長
　
小
暮
文
彦
、
町
田
幸
男
。

隊
員
　
梁
瀬
佐
市
、
清
水
福
治
、
山
田

重
之
、
綿
貫
剛
　
（
沼
田
）
、
堀
越
利
通
、

森
戸
健
太
郎
（
登
高
会
）
、
内
山
栄
、
茂

木
茂
昭
、
柳
田
淳
、
角
田
守
　
（
前
橋
）
、

清
水
裕
千
　
（
む
す
び
）
、
小
沢
勝
　
（
独

峰
）
、
剣
持
典
之
　
（
墳
町
）
、
阿
久
津
幸

弘
、
金
子
茂
敏
、
武
井
幸
一
、
長
山
栄

二
　
（
太
田
）
、
松
永
英
明
　
（
ミ
ヤ
マ
）
。
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まんぐ畠山

高
体
連
登
山
専
門
部
委
員
長

〝
〓
J

林
　
達
　
也

冬
山
登
山
講
習
会

平
成
十
四
年
三
月
十
七
日
㈲
、
谷
川

岳
土
合
に
て
冬
山
技
術
講
習
会
を
開
催
、

二
十
八
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
都
岳

連
の
渡
辺
輝
男
、
太
田
山
岳
会
の
町
田

幸
男
の
両
氏
に
お
願
い
し
、
今
回
は
雪

崩
に
つ
い
て
の
講
習
を
実
施
し
た
。
渡

辺
氏
の
　
「
雪
崩
と
は
」
　
か
ら
始
ま
り
、

「
誘
発
す
る
要
素
は
」
、
「
ど
れ
く
ら
い
の

傾
斜
が
出
や
す
い
か
」
　
な
ど
、
初
心
者

で
も
分
か
り
や
す
い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
弱
層
テ
ス
ト
で
の
判
断
基
準
、

ゾ
ン
デ
の
使
い
方
　
（
実
際
に
人
間
を
突

い
た
時
の
感
触
な
ど
）
　
に
つ
い
て
も
話

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
大
変
勉
強
に
な
っ

た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
の
正
し
い
使
用

方
法
に
つ
い
て
、
二
班
に
分
か
れ
て
、

実
技
講
習
を
行
っ
た
。
ビ
ー
コ
ン
を
使

用
し
て
、
い
か
に
早
く
埋
没
者
を
救
出

で
き
る
か
と
い
う
、
時
間
と
の
戦
い
で

も
あ
る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
捜

し
出
せ
ず
、
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
た
り

し
た
。
改
め
て
雪
崩
の
恐
ろ
し
さ
を
、
受

講
者
一
人
一
人
感
じ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

雪
上
技
術
講
習
会

今
年
度
最
初
の
講
習
会
で
あ
る
雪
上

技
術
講
習
会
は
、
四
月
二
十
一
日
㈲
小

雨
降
る
中
、
谷
川
岳
マ
テ
ガ
沢
に
て
、

二
十
五
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

講
師
は
、
昨
年
同
様
、
岳
連
副
会
長

で
㈲
日
本
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
の

田
中
成
幸
氏
と
、
岳
連
指
導
員
会
委
員

長
の
阿
部
源
氏
。
田
中
氏
に
中
級
者
を
、

阿
部
氏
に
初
級
者
を
対
象
に
指
導
し
て

頂
い
た
。

マ
テ
ガ
沢
出
合
に
集
合
し
、
二
班
に

分
か
れ
、
講
師
の
指
示
で
行
動
す
る
。

二
班
と
も
用
具
　
（
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ

ン
）
　
の
各
部
分
の
名
称
と
用
途
等
の
説

明
が
行
わ
れ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た

後
、
移
動
。
S
字
手
前
の
適
当
な
場
所

を
選
び
、
初
級
は
、
主
に
雪
上
歩
行
、

用
具
の
基
本
的
な
使
い
方
、
滑
落
停
止

を
習
う
。
中
級
は
、
確
保
技
術
を
中
心

に
、
デ
ッ
ド
・
マ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
使

用
し
た
ア
ン
カ
ー
の
と
り
方
、
ス
タ
ン

テ
ィ
ン
グ
ア
ッ
ク
ス
ビ
レ
ー
、
大
阪
方

式
、
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
ビ
レ
ー
、
ク
レ
バ

ス
地
帯
で
の
ロ
ー
プ
の
つ
け
方
等
、
盛

り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
田
中
氏
が
熱

く
指
導
し
て
く
れ
た
。
雨
天
で
他
パ
ー

テ
ィ
ー
が
早
々
に
切
り
上
げ
る
中
、
参

加
者
も
大
変
前
向
き
な
姿
勢
で
講
習
を

受
け
、
予
定
通
り
終
了
す
る
こ
と
が
で

きた。各
講
習
会
に
参
加
す
る
山
岳
会
が
、

毎
回
同
じ
会
で
あ
る
傾
向
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
せ
っ
か
く
の
新
し
い
技
術
を

学
べ
る
場
と
し
て
の
講
習
会
に
参
加
し

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。
不

参
加
の
理
由
に
は
会
員
不
足
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
各
山
岳
会
か
ら
一
人
で

も
二
人
で
も
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
う
。

県
高
校
総
体

～
群
馬
県
の
キ
ャ
ン
プ
場
～

今
年
度
の
県
高
校
総
体
登
山
大
会
が
、

五
月
十
日
～
十
二
日
、
榛
名
山
を
会
場

に
行
わ
れ
た
。
毎
春
の
県
高
校
総
体
登

山
大
会
は
、
榛
名
山
、
赤
城
山
、
子
持

山
の
三
会
場
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て

実
施
し
て
い
る
が
、
榛
名
山
を
会
場
と

す
る
大
会
は
、
毎
年
の
事
な
が
ら
、
難

題
山
積
の
大
会
と
な
る
。

「
県
営
榛
名
湖
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
」
、

れ
っ
き
と
し
た
　
「
県
営
キ
ャ
ン
プ
場
」

で
あ
り
、
「
登
る
榛
名
の
キ
ャ
ン
プ
場
」

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
水
場

や
ト
イ
レ
は
　
「
貧
相
」
　
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
水
は
け

が
悪
く
、
今
回
、
大
雨
の
た
め
浸
水
し

た
テ
ン
ト
が
数
張
り
に
及
ん
だ
。
管
理

棟
も
な
い
。
贅
沢
な
施
設
を
望
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
榛
名
富
士

を
挟
ん
で
豪
華
な
県
営
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
が
あ
る
。
ど
こ
か
お
か
し
い
。

た
だ
、
そ
う
思
う
だ
け
で
あ
る
。

関
東
高
校
登
山
大
会
で
近
隣
都
県
の

キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
度
に
思
う
こ
と
は
、
「
山
岳
県
轄

馬
」
　
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
い
難

い
、
醇
馬
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
実
状
、
山

小
屋
の
実
状
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
決
し
て
贅
沢
な
施
設
を
望
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
轄
馬
の

県
営
キ
ャ
ン
プ
場
の
多
く
は
　
「
貧
相
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
赤
城
山
の

「
県
営
キ
ャ
ン
プ
場
」
　
は
ど
う
か
、
谷
川

岳
は
ど
う
か
、
尾
瀬
は
ど
う
か
。

国
体
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

～
部
活
動
と
し
て
の
山
岳
部
～

今
春
か
ら
国
体
山
岳
競
技
に
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
導
入
さ
れ
、
か
た
や
踏
査
競

技
は
葬
り
去
ら
れ
た
。
競
技
の
客
観
性
、

公
平
性
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
格
差
が

是
正
さ
れ
る
方
向
な
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
新
た
な
不
公
平
さ
、
人
為
的
に
作

り
出
さ
れ
た
不
公
平
さ
が
生
じ
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
り
、
高
校
山
岳
部
顧
問

の
立
場
か
ら
し
て
も
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）



平成14年7月10日（4）第73号

斑 �� �l 欝 ・義 � � � � � �� � � 

製法　－ �� � �繍一一年‡ �� � � 裁‘． � ��� �� � �i羅ii紫 �� � � 

経 �1－1、覇 �� � � � �、一一、時iきま建一－1－　　　　　1　．一一・・一ii器 �� � � � �� �墾 

‾綴 ��� ��辛　㍉㍉「 ，綴落葉漆寒∴“1．二≒ ��� � �子守∴∴ � �縫製 

、 雫，∴ 滝上1－1 � � �宝 ����幸一． ��∴∴ ∴∴ ∴∴ ∴． ：∴ ∴： �� �� �熱 �二、1一・一 
：■∴∴∴ �∴「 ∴∴ � ����漆 � � 

違 � � �‘‘1－1、‘’′‾∴‘i綴 ��∴∴ � ����� 

萎添‾ ∴∴ �����∴． �∴ミ∴＼ � ���� 

0 日 �� 

▼ ��○ 

まんぐ畠山

の
競
技
化
は
早
計
で
は
な
か
っ
た
か
。

毎
春
、
一
年
生
を
勧
誘
す
る
そ
の
時
、

山
岳
部
の
魅
力
を
並
べ
立
て
る
。
何
よ

り
、
自
然
の
山
が
山
岳
部
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
る
こ
と
、
「
山
懐
」
　
に
抱
か
れ
て

の
豊
か
な
体
験
、
そ
れ
が
売
り
物
で
あ

る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
顧
問
が
教
員
で

あ
る
以
上
、
山
岳
部
の
活
動
は
教
育
の

一
環
で
あ
っ
て
、
目
指
す
は
　
「
安
全
で

楽
し
い
登
山
」
　
で
あ
る
。
無
論
、
そ
こ

か
ら
の
発
展
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、

競
技
は
競
技
と
し
て
割
り
切
る
べ
き
で

あ
ろ
う
し
、
競
技
を
通
し
て
得
ら
れ
る

達
成
感
も
大
い
に
　
「
教
育
的
」
　
で
あ
る
。

た
だ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
高
校
山
岳
部

の
活
動
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
高
体
連
登
山
専
門
部
の
活
動

の
中
枢
と
は
成
り
得
な
い
。

高
体
連
登
山
部
指
導
者
講
習
会

～
再
興
を
目
指
し
て
～

高
体
連
で
は
六
月
、
九
月
、
二
月
の

年
間
三
回
、
指
導
者
講
習
会
を
行
っ
て

い
る
。
二
月
の
講
習
会
は
、
三
月
に
富

士
見
峠
周
辺
で
行
わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
冬

季
講
習
会
の
コ
ー
ス
調
査
を
兼
ね
て
い

る
の
で
、
限
ら
れ
た
内
容
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
致
し
方
な
い
が
、
六
月
、
九

月
の
講
習
会
は
指
導
講
習
委
員
会
が
内

容
を
吟
味
し
、
充
実
し
た
講
習
会
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
十
年
、
講
習
会
へ
の

参
加
者
が
減
少
し
、
固
定
化
し
て
い
る
。

盛
時
に
は
三
十
名
以
上
の
参
加
者
を
見

た
が
、
今
は
半
減
し
、
十
五
名
程
度
で

あ
る
。
何
が
原
因
な
の
だ
ろ
う
か
。

生
徒
を
引
率
し
な
い
平
日
の
出
張
に

「
出
に
く
い
」
　
学
校
現
場
の
実
状
が
あ

る
。
詳
し
い
こ
と
に
は
触
れ
な
い
が
、

と
に
か
く
、
「
参
加
し
た
く
て
も
で
き
な

い
」
実
状
が
確
か
に
あ
る
。
そ
れ
な
ら

ば
週
休
二
日
制
に
な
っ
た
こ
と
だ
し
、

土
・
日
に
行
え
ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う

指
摘
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
週
休
二
日
制

の
導
入
は
、
む
し
ろ
、
学
校
現
場
を
さ

ら
に
多
忙
に
し
、
今
や
土
・
日
に
生
徒

と
の
山
行
を
計
画
す
る
こ
と
も
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

心
配
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
中
心
と
な

っ
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
顧
問
が
突
如
、

転
勤
と
な
り
、
そ
の
後
任
を
命
じ
ら
れ

た
、
全
く
登
山
の
経
験
が
な
い
顧
問
で

あ
る
。
指
導
す
る
自
信
も
持
ち
え
ず
、

誰
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
責
任

は
重
い
。
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
も
授
業
を
苦
労
し
て
交
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
で
き
る
こ
と

な
ら
早
く
交
代
し
た
い
」
。
そ
う
思
う
の

は
人
情
で
あ
ろ
う
。

指
導
者
講
習
会
へ
の
出
張
を
「
伺
う
」

の
で
は
な
く
、
「
命
じ
ら
れ
る
」
、
そ
う

ほ
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
生
徒
を

引
率
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
、
あ
る

い
は
、
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、

万
が
一
の
時
に
も
適
切
な
対
応
を
取
り

得
る
知
識
・
技
術
習
得
の
研
修
を
行
う
、

そ
う
い
う
場
へ
の
顧
問
の
参
加
を
積
極

的
に
管
理
職
が
働
き
か
け
る
、
そ
う
い

っ
た
配
慮
を
望
み
た
い
。

な
り
た
て
の
顧
問
が
生
徒
達
と
　
「
山

懐
」
　
に
抱
か
れ
て
の
豊
か
な
体
験
を
共

有
し
、
顧
問
の
醍
醐
味
を
実
感
す
る
、

ひ
い
て
は
そ
れ
が
高
校
山
岳
部
の
発
展

に
結
び
つ
く
と
思
う
の
だ
が
。

事
業
部
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

群
馬
岳
連
事
業
部
長

長
　
谷

tl，1
1
1

一
九
八
八
年
以
来
、
岳
連
及
び
関
係

者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
製

作
・
販
売
を
続
け
て
お
り
ま
す
カ
レ
ン

ダ
ー
も
、
岳
連
事
業
と
し
て
定
着
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
問

題
や
赤
字
等
も
な
く
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
が
、
選
考
、
発
注
、
販
売
依
頼
、

収
支
報
告
で
一
年
が
過
ぎ
、
直
ぐ
次
の

製
作
準
備
に
は
い
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

の
繰
り
返
し
が
続
き
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

仕
事
以
外
に
つ
い
て
は
時
間
的
に
は
現

在
何
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
、
何
れ

は
他
の
仕
事
も
出
て
く
る
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
効
率
的
な
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製

作
販
売
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
構
成
等

々
前
向
き
に
検
討
を
し
て
い
く
時
期
に

来
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

大
半
は
岳
連
を
主
体
に
県
内
の
山
岳

関
係
者
の
方
々
を
通
し
て
売
り
捌
い
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
カ
レ
ン
ダ
ー
で

す
が
、
県
外
へ
の
発
送
も
あ
り
、
特
に

二
〇
〇
〇
年
九
月
水
上
町
で
行
わ
れ
ま

し
た
辞
馬
岳
連
主
管
の
第
三
十
九
回
全

日
本
登
山
体
育
大
会
に
は
、
全
国
か
ら

参
加
さ
れ
た
岳
人
へ
の
記
念
品
の
一
つ

に
加
え
て
い
た
だ
き
、
轄
馬
の
山
の
P

R
も
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
地
道
な
が
ら
も
こ
の
事
業
は
続
け
て

行
く
予
定
で
す
か
ぐ
そ
の
た
め
に
も
岳

連
会
員
の
方
々
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
作

品
応
募
の
協
力
と
共
に
、
是
非
と
も
販

売
・
購
入
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
の
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
発
注
に

間
に
合
う
よ
う
に
作
品
の
応
募
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
年
四
回
程
度
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
集
め
た
く
、
各
会
へ
文
書
或
い
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
お
願
い
を
し
、

年
間
応
募
の
方
向
に
も
っ
て
い
き
、
多

く
の
作
品
の
中
か
ら
選
考
を
出
来
る
よ

う
に
し
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
内
容
の
カ

レ
ン
ダ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

表
紙
を
含
め
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
十
三
枚
と
し
ま
す
が
、
作
品
の
撮

影
時
期
が
片
寄
る
こ
と
が
多
く
、
毎
回

選
考
に
苦
労
を
し
ま
す
の
で
、
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
の
作
品
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

基
本
的
に
は
岳
連
会
員
の
応
募
と
し
ま

す
が
、
内
容
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
岳

連
外
か
ら
も
広
く
協
力
を
得
て
新
鮮
な

も
の
が
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
、
岳
連
関

係
者
を
通
し
て
の
紹
介
も
併
せ
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
つ
切
り
に
し
ま

し
た
原
画
、
カ
レ
ン
ダ
ー
三
部
の
他
、

今
回
か
ら
は
五
千
円
相
当
の
商
品
券
を

謝
礼
に
進
呈
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
認

め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
応

募
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
ネ
ガ
は
責
任
を
も
っ
て

お
返
し
い
た
し
ま
す
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー

の
仕
上
が
り
前
後
に
な
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
事
業
部
に
対
す
る
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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個人手配からフルパッケージ・

ツアーまで海外旅行に関するす

べてをお手伝いします

ディスカウント航空券 

∴∴〃〃“○∴∴ ����� � �� � � � �� 

－－ � � � �� 
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何でもお気軽にご相談ください
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